
 

 

第 21 回マイ・コレクション・ワールド（友の会主催） 

当館友の会主催のマイ・コレクション・ワールドが令和 8 年 1 月 24 日から開催されま

す。平成 16 年に第 1 回が開催されたマイ・コレクション・ワールドも令和５年度に節目

となる第 20 回を終え、今年度は 21 回目の開催となります。これまでの出品総数は 287

件で、観覧者数は合計 42,209 人、開催日数は 500 日となりました。毎年度、平均 14 件の

出品を 20 回にわたり開催し歴史を紡いできました。手前味噌ではありますが、「継続は力

なり」、素晴らしいことだと思います。 

マイ・コレクション・ワールドは、

広く一般のコレクターが収集した多様

なコレクションを展示します。そこに

は、コレクターの思いや情熱が詰まっ

ており、内容はもちろんのこと、その

コレクターの人生をも物語っていま

す。そのような展示に触れることのできる展

覧会となっており、長年、友の会事務局であった T 氏が述べていましたが、まさしく

「市民が作る博物館（展示）の好例として、世に自信をもって語れる存在」であります。

ぜひ、多くの方々に足を運んでいただきたいと考えております。最後に今年度の出品テー

マをお示しします。 （松谷和彦） 

○越後の凧 〇歴史漫画 ○模型でたどる鉄道の歴史 〇佐渡金銀山絵巻 ○絵銭 

○Arabia の陶磁器 〇博物館と郵便 ○万博 1970 〇昔の御朱印 ○畑正吉の浮彫彫刻 

〇My 博物館グッズ 【同時開催】会員創作活動（長岡土器造り同好会） 
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画像 1 第 20 回マイコレ展示風景 



東京大学史料編纂所と 

「歴史史料情報の共有・利活用促進に関する覚書」を締結しました 

当館は、2025 年 6 月、東京大学史料編纂所（以下史料編纂所）と「歴史資料情報の共

有・利活用促進に関する覚書」を締結しました。このことにより、当館の所蔵する『越後

文書宝翰集』の画像データが史料編纂所のデータベース「Hi-CAT Plus」で検索できるよ

うになりました（https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/w81/search）。 

 「Hi-CAT Plus」は、史料編纂所が撮影・収集した国内および海外に所在する史料の画

像データを閲覧するためのデータベースで、所蔵者の許可を得られたものは、画像データ

も閲覧できるようになります。これまでに都城島津邸所蔵史料、東寺文書（滋賀県立琵琶

湖博物館）などのデータが紹介されています。 

『越後文書宝翰

集』の画像データ

は、当館 HP でも紹

介されていますが、

今後、他機関所蔵資

料とともに横断検索

できるようになるの

で、利便性が大きく

向上すると思われま

す。 

『越後文書宝翰集』を用いた研究がさらに進展することを期待しています。 

（前嶋 敏） 

画像 2 越後文書宝翰集三浦和田氏文書 

越後国奥山荘与荒川保堺相論和与絵図 



 

画像 3 第 21 回マイ・コレクション・ワールド チラシ 

～編集後記～  

今月号は先月号に引き続き、当館の恒例展示となっているマイ・コレクション・ワールドについて、に

ぎわい交流担当の松谷研究員から今年度開催の展示について紹介をいただきました。展示される様々なコ

レクションは、そのモノだけの面白さだけでなく、こんなコトに熱意のあるコレクターたちへの興味を自

然とそそります。展示は 3 月 22 日までです。ぜひ、ご鑑賞ください。 

「れきはく通信」は、新潟県地域史研究ネットワークニュースと同報のほか、月末更新となる新潟県立

歴史博物館のホームページでもご覧いただけます。不定期配信とはなりますが、お楽しみいただけますと

幸いです。ご意見、ご要望は新潟県地域史ネットワークニュース事務局までご連絡ください。 

事務局メール net@nbz.or.jp 


